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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第62期
第２四半期
連結累計期間

第63期
第２四半期
連結累計期間

第62期

会計期間
自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年１月１日
至  平成24年12月31日

売上高 (千円) 1,089,923 1,016,144 2,120,809

経常利益 (千円) 204,604 157,517 380,086

四半期(当期)純利益 (千円) 126,914 103,970 182,799

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 122,889 131,399 202,450

純資産額 (千円) 3,117,364 3,260,214 3,161,331

総資産額 (千円) 3,704,359 3,651,832 3,524,686

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 16.46 13.64 23.74

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 13.64 ―

自己資本比率 (％) 83.9 88.9 89.3

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 301,887 289,951 553,042

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △80,142 △136,354 △124,013

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △167,523 △34,400 △366,356

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 456,532 604,180 474,901

　

回次
第62期
第２四半期
連結会計期間

第63期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 10.00 9.29

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第62期第２四半期連結累計期間及び第62期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在していないため、記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれてい

る事業の内容に重要な変更はありません。

　　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、金融政策による円高の是正及び株価上昇が進み、ま

た成長戦略への期待感から、景況感に改善の兆しが見られるようになりましたが、欧州における財政問題

による需要の低迷、中国の景気減速等の影響もあり、実体経済においては目立った改善が見られない状況

で推移いたしました。

当業界におきましては、円高の是正の影響から輸出関連業界、スマートフォン向け電子部品業界に業績

の回復が見られ、当社グループの主要顧客業種である半導体製造装置業界においても、一部、設備投資需

要に上向きの兆しが見られますが、パソコン、液晶テレビなどのデジタル電子・電気機器の低迷により、

依然として厳しい状況で推移いたしました。

このような環境下、当社グループは、販売面では、日本を含むアジアを一つのマーケットとしてとらえ、

情報の共有を図り、新興国市場のニーズに応えた製品シリーズの市場投入と販売体制を強化し拡販を推

し進めてまいりました。

また、生産面では、「地産地消」の考え方に基づき海外子会社での生産比率を高めること等によって、

コストダウン及び供給力強化による顧客サービス向上に引き続き取り組んでまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は1,016,144千円(前年同期比

93.2%)、連結経常利益は157,517千円(前年同期比77.0%)、連結四半期純利益は103,970千円(前年同期比

81.9%)となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①　日本

パソコン、液晶テレビなどのデジタル電子・電気機器の低迷、一部、国内生産への回帰は見られ

ますが、各種製造業の海外生産移管などにより、売上高は751,612千円(前年同期比86.6%)となりま

した。営業利益については95,775千円(前年同期比58.6%)となりました。
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②　韓国

昨年来のウォン高の影響による半導体関連業種に需要の低迷がありましたが、販売体制の強化

と現地生産比率の向上及び円安の影響により、売上高は140,977千円(前年同期比119.5%)となりま

した。営業利益については21,754千円(前年同期比105.6%)となりました。

③　中国

成長鈍化による景気減速懸念がありましたが、販売体制の強化及び円安の影響により、売上高は

83,993千円(前年同期比125.3%)となりました。営業利益については22,847千円(前年同期比

170.2%)となりました。

④　その他

タイ国を中心に、東南アジア市場への拡販活動を推し進めてまいりました。この結果、売上高は

39,561千円(前年同期比106.9%)となりました。営業利益については1,238千円(前年同期比72.2%)

となりました。

(2) 財政状態の分析

①　資産

当第２四半期連結会計期間末において、流動資産は前連結会計年度末に比べ55,353千円増加し、

1,517,586千円となりました。これは主として、現金及び預金が123,237千円増加したのに対し、受取手形

及び売掛金が37,255千円、製品が46,562千円減少したことによります。　

固定資産は、前連結会計年度末に比べ71,791千円増加し、2,134,245千円となりました。これは主とし

て建物及び構築物が37,960千円、建設仮勘定の増加により有形固定資産その他が82,260千円増加したこ

とによります。

この結果、資産合計は、前連結会計年度末に比べ127,145千円増加し、3,651,832千円となりました。

②　負債

流動負債は、前連結会計年度末に比べ32,167千円増加し、250,338千円となりました。これは主として、

支払手形及び買掛金が16,834千円、未払法人税等が13,673千円、賞与引当金が13,020千円増加したのに対

し、流動負債その他が17,252千円減少したことによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ3,904千円減少し、141,279千円となりました。これは固定負債そ

の他が1,170千円増加したのに対し、退職給付引当金が5,075千円減少したことによります。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べ28,263千円増加し、391,618千円となりました。

③　純資産

純資産は、前連結会計年度末に比べ98,882千円増加し、3,260,214千円となりました。これは主として

利益剰余金が89,949千円、為替換算調整勘定が21,955千円増加したことによります。

その結果、自己資本比率は88.9％となりました。

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、資金という）は、前連結会計年度末

に比べ129,279千円増加し、604,180千円となりました。各キャッシュ・フローの状況は、以下のとおりで

あります。

①　営業活動によるキャッシュ・フロー　　

税金等調整前四半期純利益163,145千円に加え、減価償却費77,902千円、売上債権の減少額43,259千

円、たな卸資産の減少額44,325千円等の増加要因に対し、法人税等の支払額45,116千円等の減少要因に

より289,951千円の資金収入(前年同期比96.0%)となりました。

②　投資活動によるキャッシュ・フロー　　

定期預金の払戻による収入18,487千円、投資有価証券の売却による収入13,329千円等の増加要因に
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対し、有形固定資産の取得による支出130,614千円等の減少要因により136,354千円の資金支出(前年同

期比170.1%)となりました。

③　財務活動によるキャッシュ・フロー 　　　　

少数株主からの払込みによる収入12,789千円の増加要因に対し、自己株式の取得による支出20,142

千円及び配当金の支払額27,047千円の減少要因により34,400千円の資金支出(前年同期比20.5%)とな

りました。

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は36,557千円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,285,000 8,285,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数1,000株

計 8,285,000 8,285,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

─ 8,285 ─ 748,125 ─ 944,675
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(6) 【大株主の状況】

平成25年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

伊　勢　養　治 東京都大田区 1,365 16.49

伊　勢　すが子 東京都大田区 630 7.61

伊　勢　幸　治 岩手県奥州市水沢区 412 4.97

妙徳従業員持株会 東京都大田区下丸子二丁目６－18 286 3.46

中　森　俊　雄 岩手県奥州市水沢区 204 2.46

株式会社日伝 大阪府大阪市中央区上本町西一丁目２－16 140 1.69

株式会社新居浜鉄工所 愛媛県新居浜市新田町一丁目６－46 130 1.57

伊　勢　三　郎 東京都大田区 126 1.53

泉　　真　紀 東京都大田区 122 1.48

神　谷　信　一 埼玉県坂戸市 92 1.11

計 ― 3,509 42.36

(注)　上記のほか当社所有の自己株式707千株（8.54％）があります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　　　707,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　　7,569,000 7,569 ―

単元未満株式 普通株式　　　　9,000 ― ―

発行済株式総数 8,285,000 ― ―

総株主の議決権 ― 7,569 ―

(注)　「単元未満株式」には、当社保有の自己株式953株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社妙徳

東京都大田区下丸子二丁目
６番18号

707,000 ─ 707,000 8.53

計 ― 707,000 ― 707,000 8.53

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社妙徳(E01728)

四半期報告書

 9/22



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 519,118 642,355

受取手形及び売掛金 ※２
 558,091

※２
 520,836

製品 167,878 121,315

仕掛品 81,471 89,960

原材料 79,553 76,435

繰延税金資産 25,483 29,401

その他 31,040 37,563

貸倒引当金 △404 △282

流動資産合計 1,462,233 1,517,586

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,177,599 1,215,560

減価償却累計額 △468,005 △484,742

建物及び構築物（純額） 709,594 730,818

機械装置及び運搬具 723,566 726,550

減価償却累計額 △494,280 △519,470

機械装置及び運搬具（純額） 229,286 207,080

土地 735,434 734,908

その他 432,359 514,619

減価償却累計額 △383,552 △395,739

その他（純額） 48,806 118,880

有形固定資産合計 1,723,120 1,791,687

無形固定資産 132,506 116,525

投資その他の資産

投資有価証券 137,516 151,101

繰延税金資産 12,970 8,113

その他 56,338 66,817

投資その他の資産合計 206,825 226,032

固定資産合計 2,062,453 2,134,245

資産合計 3,524,686 3,651,832
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２
 30,204 47,039

未払法人税等 44,195 57,868

賞与引当金 21,834 34,855

役員賞与引当金 － 5,892

その他 121,935 104,682

流動負債合計 218,170 250,338

固定負債

退職給付引当金 118,055 112,980

その他 27,127 28,298

固定負債合計 145,183 141,279

負債合計 363,354 391,618

純資産の部

株主資本

資本金 748,125 748,125

資本剰余金 945,766 945,766

利益剰余金 1,590,369 1,680,319

自己株式 △131,019 △151,161

株主資本合計 3,153,241 3,223,049

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,679 19,153

為替換算調整勘定 △17,927 4,028

その他の包括利益累計額合計 △4,247 23,181

新株予約権 12,338 13,983

純資産合計 3,161,331 3,260,214

負債純資産合計 3,524,686 3,651,832
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 1,089,923 1,016,144

売上原価 ※１
 494,917

※１
 481,857

売上総利益 595,006 534,286

販売費及び一般管理費 ※２
 394,404

※２
 392,305

営業利益 200,601 141,981

営業外収益

受取利息 186 1,851

受取配当金 2,118 2,580

為替差益 1,500 10,973

受取地代家賃 2,871 2,521

受取保険金 22 －

その他 475 781

営業外収益合計 7,175 18,708

営業外費用

支払利息 1,544 －

売上割引 102 106

機械設備等移設費 780 －

減価償却費 599 2,595

その他 145 469

営業外費用合計 3,171 3,171

経常利益 204,604 157,517

特別利益

固定資産売却益 1,012 517

投資有価証券売却益 － 5,046

新株予約権戻入益 － 164

特別利益合計 1,012 5,728

特別損失

固定資産売却損 6,023 －

固定資産除却損 128 －

投資有価証券売却損 － 100

特別損失合計 6,151 100

税金等調整前四半期純利益 199,465 163,145

法人税、住民税及び事業税 71,326 61,235

法人税等調整額 1,223 △2,060

法人税等合計 72,550 59,175

少数株主損益調整前四半期純利益 126,914 103,970

四半期純利益 126,914 103,970
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 126,914 103,970

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △6,252 5,473

為替換算調整勘定 2,226 21,955

その他の包括利益合計 △4,025 27,429

四半期包括利益 122,889 131,399

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 122,889 131,399

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成24年１月１日
　至 平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成25年１月１日
　至 平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 199,465 163,145

減価償却費 88,935 77,902

固定資産除却損 128 －

固定資産売却損益（△は益） 5,010 △517

投資有価証券売却損益（△は益） － △4,945

貸倒引当金の増減額（△は減少） 246 △149

賞与引当金の増減額（△は減少） 9,516 11,997

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,315 5,856

退職給付引当金の増減額（△は減少） 572 △5,557

受取利息及び受取配当金 △2,304 △4,431

支払利息 1,544 －

売上債権の増減額（△は増加） △10,238 43,259

仕入債務の増減額（△は減少） 20,387 13,497

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,546 44,325

未払金の増減額（△は減少） 1,226 △10,393

その他 13,272 △3,353

小計 316,995 330,636

利息及び配当金の受取額 2,304 4,431

利息の支払額 △1,531 －

法人税等の支払額 △15,881 △45,116

営業活動によるキャッシュ・フロー 301,887 289,951

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △31,895 △20,952

定期預金の払戻による収入 － 18,487

投資有価証券の取得による支出 △8,285 △13,113

投資有価証券の売却による収入 － 13,329

有形固定資産の取得による支出 △40,192 △130,614

有形固定資産の除却による支出 － △5,003

有形固定資産の売却による収入 1,399 3,090

無形固定資産の取得による支出 △1,168 △1,577

投資活動によるキャッシュ・フロー △80,142 △136,354

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △125,708 －

少数株主からの払込みによる収入 － 12,789

自己株式の取得による支出 △3,076 △20,142

配当金の支払額 △38,739 △27,047

財務活動によるキャッシュ・フロー △167,523 △34,400

現金及び現金同等物に係る換算差額 415 10,082

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 54,637 129,279

現金及び現金同等物の期首残高 401,895 474,901

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 456,532

※
 604,180
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【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資産に

ついて、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる、損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

　１ 受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高
　

　
前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

　受取手形裏書譲渡高 3,156千円 5,080千円

　

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しており

ます。

　なお、当第２四半期連結会計期間末日は金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末

日満期手形が四半期連結会計期間末残高に含まれております。
　

　
前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

　受取手形 22,050千円 20,886千円

　支払手形 3,798 〃 ―

　

３ 当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行４行と当座貸越契約を締結しております。

　当第２四半期連結会計期間末における当座貸越契約に係る借入未実行残高等は次のとおりであり

ます。
　

　
前連結会計年度
(平成24年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

　当座貸越極度額の総額 1,100,000千円 1,100,000千円

　借入実行残高 ― ―

　　差引額 1,100,000千円 1,100,000千円
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(四半期連結損益計算書関係)

※１ 通常の販売目的で保有するたな卸資産の収益性の低下による簿価切下額は、次のとおりでありま

す。

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
  至　平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
  至　平成25年６月30日)

売上原価 10,472千円 11,799千円

　

※２ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
  至　平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
  至　平成25年６月30日)

役員報酬 54,538千円 47,270千円

給与手当 116,332 〃 114,513 〃

役員賞与引当金繰入額 ― 〃 4,431 〃

賞与引当金繰入額 15,247 〃 20,200 〃

退職給付費用 11,629 〃 7,038 〃

減価償却費 22,398 〃 21,435 〃

研究開発費 38,426 〃 36,557 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係は次のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成24年１月１日
  至　平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成25年１月１日
  至　平成25年６月30日)

現金及び預金 513,526千円 642,355千円

預入期間が３か月超の定期預金 △56,993 〃 △38,174 〃

現金及び現金同等物 456,532千円 604,180千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年３月16日
定時株主総会

普通株式 38,589 5.00平成23年12月31日 平成24年３月19日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年８月２日
取締役会

普通株式 30,807 4.00平成24年６月30日 平成24年８月27日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年３月19日
定時株主総会

普通株式 26,809 3.50平成24年12月31日 平成25年３月21日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年８月１日
取締役会

普通株式 26,519 3.50平成25年６月30日 平成25年８月26日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成24年１月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 （単位：千円）

　
報告セグメント その他

（注）
合計

日本 韓国 中国 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 867,940117,92467,0411,052,90637,0171,089,923

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

122,64647,121 5,508 175,276 ― 175,276

計 990,587165,04572,5501,228,18337,0171,265,200

セグメント利益 163,32020,601 13,424197,347 1,714 199,062

（注）「その他」の区分には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「タイ」であります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 197,347

「その他」の区分の利益 1,714

セグメント間取引消去 1,539

四半期連結損益計算書の営業利益 200,601

　

Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成25年１月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 （単位：千円）

　
報告セグメント その他

（注）
合計

日本 韓国 中国 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 751,612140,97783,993976,58339,5611,016,144

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

113,85043,521 3,753 161,125 ― 161,125

計 865,462184,49887,7461,137,70839,5611,177,269

セグメント利益 95,775 21,754 22,847140,377 1,238 141,616

（注）「その他」の区分には、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、「タイ」であります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容（差異調整に関する事項）

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 140,377

「その他」の区分の利益 1,238

セグメント間取引消去 365

四半期連結損益計算書の営業利益 141,981
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

　報告セグメントの変更

第１四半期連結累計期間より、従来「その他」に含まれていた「中国」について量的な重要性が増したた

め、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成したものを

開示しております。

　

　有形固定資産の減価償却方法の変更

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、

第１四半期連結会計期間より、平成25年１月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税

法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づ

く方法に変更しております。

　これによる、損益に与える影響は軽微であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成24年１月１日
至  平成24年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成25年１月１日
至  平成25年６月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 16円46銭 13円64銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 126,914 103,970

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 126,914 103,970

    普通株式の期中平均株式数(千株) 7,711 7,622

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 13円64銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(千株) ― 1

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

（注）前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している

潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第63期（平成25年１月１日から平成25年12月31日まで）中間配当については、平成25年８月１日開催の

取締役会において、平成25年６月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うこと

を決議いたしました。

　① 配当金の総額 26,519千円

　② １株当たりの金額 ３円50銭

　③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成25年８月26日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年８月８日

株式会社妙徳

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    大    髙    俊    幸    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    水　　野　　博　　嗣    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社妙徳の平成25年１月１日から平成25年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平成25
年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成25年１月１日から平成25年６月30
日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包
括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社妙徳及び連結子会社の平成25年６月
30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ
ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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